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研究の概要



探究×○○

研究テーマ

探究 × 共創

主体的に学び、自分の言葉で語る児童生徒の育成
～「共創」の視点に立った単元開発及び実践を通して～



児童生徒が自ら求め、「学び」を創る

児童生徒に
とって充実
した活動を
通して

資質・能力
の育成を
実現する

○「YOSHINA未来学」で
育成したい力の設定
と系統化

○単元の三つの型
○単元づくりの五つの
ポイント

主体的に学び、自分の言葉で語る児童生徒の育成
～「共創」の視点に立った単元開発及び実践を通して～

研究主題

研究の概要

「自立した学び」の実現

「共創」の視点に立った単元
づくり及び実践

系統的に育成を目指す資質・
能力の設定

地域の材（財）を扱い



地域の材（財）を扱い

資質・能力
の育成を
実現する

児童生徒に
とって充実
した活動を
通して

○「YOSHINA未来学」で
育成したい力の設定
と系統化

○単元の三つの型
○単元づくりの五つの
ポイント

主体的に学び、自分の言葉で語る児童生徒の育成
～「共創」の視点に立った単元開発及び実践を通して～

研究主題

研究の概要

児童生徒が自ら求め、「学び」を創る

「自立した学び」の実現

「共創」の視点に立った単元
づくり及び実践

系統的に育成を目指す資質・
能力の設定



夢実現型

個人や学級の思いや願いの
実現を図る。

貢献型

学校や地域の課題解決に
向けて行動する。

提言型

学校や地域の課題に対し
て、個人や学級で考えた解

決策を提言する。

共通の視点に基づいた単元づくり

単元の三つの型

「やってみたい」「なんとかしなければ」



思いや願いに基づく挑戦
児童生徒の思いや願いを基にプロジェクトを
立ち上げる。思いや願いに沿って思い切った
活動・挑戦ができるように、教師の支援は必
要最小限とする。

高い壁との出合い
活動を進めていく過程で出合う高い壁（失
敗・困難）を取り除かず、意図的に出合わせ、
解決に向けて試行錯誤する場を設ける。

再挑戦の場の設定
失敗を失敗のままで終わらせるのではなく、
再挑戦の場を与えることで、困難や苦労を
乗り越えた先に得られる達成感・満足感を
味わわせ、自信をもたせる。

単元づくりの五つのポイント

共通の視点に基づいた単元づくり

「本物」からの学び
実際に取り組んでいる人、一流の人から学ぶ
ことで、学びを充実させることができるととも
に、その方の生き方に触れることで、児童生徒
がよりよい生き方を考えることにつながる。

巻き込む活動
実生活・実社会の課題を解決するには、大人
との協働が不可欠である。子供主導の活動に
大人や地域を巻き込むことで、より「本物」の
探究に近づく。



地域の材（財）を扱い

児童生徒に
とって充実
した活動を
通して

資質・能力
の育成を
実現する

○「YOSHINA未来学」で
育成したい力の設定
と系統化

○単元の三つの型
○単元づくりの五つの
ポイント

主体的に学び、自分の言葉で語る児童生徒の育成
～「共創」の視点に立った単元開発及び実践を通して～

研究主題

研究の概要

児童生徒が自ら求め、「学び」を創る

「自立した学び」の実現

「共創」の視点に立った単元
づくり及び実践

系統的に育成を目指す資質・
能力の設定



未来を拓くスキル

プレゼンテーション力ICT活用力英語力

学校教育全体で育成するが、柱となるのは「YOSHINA未来学」（生活科・総合的な学習の時間）

「YOSHINA未来学」で育成したい力

知識及び技能
ア 知識
イ 技能
（主としてICT活用力）

ウ 探究的な学習のよさの理解

思考力・判断力・表現力等
エ 課題を発見する力・企画する力
オ 活動を計画・推進する力
カ 情報を収集する力
キ 整理・分析する力
ク 表現する力

（主としてプレゼンテーション力）
ヶ 発想する力・工夫する力
コ 評価する力

学びに向かう力・人間性等
サ 挑戦する力・やり遂げる力
シ 協働する力
ス 将来を設計する力

セ 英語力

育成したい力の設定と系統化



 第Ⅰ期（１・２年） 第Ⅱ期（３・４年） 第Ⅲ期（５・６・７年） 第Ⅳ期（８・９年） 

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生 

(1)
知
識
及
び
技
能 

ア 知識 
（含：探究的な学習のよさの理解） 

ア 学校の人やもの、自
然、自分自身に関する気
付きをもつことができ
る。 

ア 学校周辺の人やもの、
自然、自分自身の成長に
関する気付きをもつこ
とができる。 

ア 地域のよさや地域に
住む人々の思いや願い
を理解することができ
る。 

ア 地域の食材のよさと
課題、携わる人々の願い
や工夫、努力を理解する
ことができる。 

ア 地域の自然のよさや
課題、その保全に携わる
人々の願いや工夫、努力
を理解することができ
る。 

ア 地域の歴史や伝統文
化のもつ特徴、継承に力
を注ぐ人々の願いや努
力を理解することがで
きる。 

ア 生産や販売に関わる
知識、様々な職業のよさ
と課題、携わる人々の願
いや工夫を理解するこ
とができる。 

ア 様々な職業のよさや
課題、携わる人々の願い
や工夫、努力を理解する
ことができる。 

ア 地域のよさや課題、地
域活性化に向けて取り
組む人々の思いや願い、
工夫を理解することが
できる。 

イ 技能 
（主として ICT 活用力） 

Ａ：情報収集・処理 
Ｂ：画像・動画の撮影・編集 
Ｃ：情報発信 

イ 
Ａ 必要な情報を収集するために、キーワードでのウ
ェブ検索をすることができる。 

Ｂ デジタルカメラや端末のカメラアプリなどを用い
て、写真や動画の撮影ができる。 

Ｃ プレゼンテーションアプリを用いて、写真を入れ
て、プレゼンテーション資料を作成することができ
る。 

 
※文字入力の方法は主として手書き入力（音声入力可） 

イ 
Ａ 必要な情報を収集するために、キーワードでのウ
ェブ検索をしたり、アンケートアプリを用いてアン
ケートを作成して実施したりすることができる。表
計算アプリを用いて、表に数値を入力して情報を整
理し、教師の助言を受けてグラフを作成することが
できる。 

Ｂ 写真や動画の撮影ができる。画像のトリミング、明
るさの調整などの画像編集ができる。動画編集アプ
リを用いて、撮影した動画をつなげたり、文字やイラ
ストを入れたりして、簡単な動画を作成することが
できる。 

Ｃ 文書作成アプリやプレゼンテーションアプリを用
いて、編集した写真や動画、ローマ字入力で書いた簡
単な言葉を入れて、文書やプレゼンテーション資料
を作成することができる。 

※文字入力の方法は主としてローマ字入力 

イ 
Ａ 必要な情報を収集するために、複数のキーワードでのウェブ検索をしたり、ア
ンケートアプリを用いてアンケートを作成して実施したりすることができる。表
計算アプリを用いて、表に数値を入力して情報を整理し、自分で目的に合わせた
グラフの形式を選択して作成することができる。 

Ｂ 写真や動画の撮影ができる。画像のトリミング、明るさの調整などの画像編集
ができる。動画編集アプリを用いて、撮影した動画を必要な部分だけトリミング
し、それらをつなげたり、「分かりやすくする」「印象付ける」などの意図に応じ
て文字やイラストを入れたりして、動画を作成することができる。 

Ｃ 文書作成アプリやプレゼンテーションアプリを用いて、レイアウトを選択し、
編集した写真や動画、ローマ字入力で書いた言葉を入れて、統一感のある文書や
プレゼンテーション資料を作成することができる。また、出典を明記し、責任ある
情報発信を行うことができる。 

 
※文字入力の方法は主としてローマ字入力 

イ 
ＡＢＣ 第Ⅲ期までに身に付けた技能を基に、目的に
応じて、効果的な情報収集・処理、画像・動画の撮影・
編集、情報発信を行うことができる。 
（第Ⅲ期までに身に付けた技能を高める） 
 

※文字入力の方法は主としてローマ字入力 

ウ 探究的な学習のよさの理解 

 ウ 地域のよさや地域に
住む人々の思いや願い
に関する理解の深まり
が探究的な学習をした
ことの成果だと気付
く。 

ウ 地域の食材のよさと
課題、携わる人々の願
いや工夫、努力に関す
る理解の深まりが探究
的な学習をしたことの
成果だと気付く。 

ウ 地域の自然のよさや
課題、その保全に携わ
る人々の願いや工夫、
努力に関する理解の深
まりが探究的な学習を
したことの成果だと気
付く。 

ウ 地域の歴史や伝統文
化のもつ特徴、継承に
力を注ぐ人々の願いや
努力に関する理解の深
まりが探究的な学習を
したことの成果だと気
付く。 

ウ 生産や販売に関わる
知識、様々な職業のよ
さと課題、携わる人々
の願いや工夫に関する
理解の深まりが探究的
な学習をしたことの成
果だと気付く。 

ウ 様々な職業のよさや
課題、携わる人々の願
いや工夫、努力に関す
る理解の深まりが探究
的な学習をしたことの
成果だと気付く。 

ウ 地域のよさや課題、
地域活性化に向けて取
り組む人々の思いや願
い、工夫に関する理解
の深まりが探究的な学
習をしたことの成果だ
と気付く。 

(2)
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等 

エ 課題を発見する力 
  企画する力 

エ 人や自然などと直接関わることを通して、気付き
や疑問をもったり、行ってみたい場所ややってみた
いことなどを選択・決定したりすることができる。 

☆イメージマップ 

エ 体験活動やインタビューで得た情報や自分たちの
興味・関心を基に課題を設定し、課題解決に向けた企
画（アイデア）を出すことができる。 

☆イメージマップ 

エ 体験活動やインタビュー、資料の分析で得た情報や自分たちの興味・関心、地域
の方の思いや願いを基に課題を設定し、課題解決に向けた企画（アイデア）を出す
ことができる。 

☆イメージマップ 

エ 体験活動やインタビュー、資料の分析で得た情報
や自分たちの興味・関心、地域の方の思いや願い、社
会的な広い視野から課題を設定し、課題解決に向け
た企画（アイデア）を出すことができる。 

☆イメージマップ 

オ 活動を計画・推進する力 

オ 自分のやってみたいことを思い描きながら、計画
を立て、活動を進めることができる。 

オ 課題解決に向けて、教師の助言などを基に、必要な
情報や準備物、解決方法や手順などの計画を立て、活
動を進めることができる。 

☆ステップチャート 

オ 課題解決に向けて、教師や地域の方の助言などを参考に、必要な情報や準備物、
解決方法や手順などの計画を立て、見通しをもって計画的に活動を進めることが
できる。 

☆ステップチャート 

オ 課題解決に向けて、自分（たち）で、必要な情報や
準備物、解決方法や手順などの計画を立て、見通しを
もって計画的に活動を進めることができる。 

☆ステップチャート 

カ 情報を収集する力 

カ 諸感覚を生かして対象と関わったり、自分の興味・
関心に沿って観察やインタビュー、撮影をしたりし
て情報を収集することができる。 

カ 事前に考えた計画（質問内容など）に沿って、観察
やインタビュー、撮影を行い、必要な情報を収集する
ことができる。また、図書資料やインターネットを使
って、必要な情報を収集することができる。 

カ 事前に考えた計画（質問項目など）に沿うだけでなく、その場での気付きを基に
別の観点で観察したり、相手の反応を見ながら臨機応変に追加の質問をしたりし
て、より詳しい情報を収集することができる。また、情報の発信元や真偽を確かめ
ながら、図書資料やインターネットを使って、必要な情報を収集することができ
る。 

カ 目的に応じて適切な情報収集の方法を選択し、事
前に考えた計画（質問項目など）に沿うだけでなく、
その場での気付きを基に別の観点で観察したり、相
手の反応を見ながら臨機応変に追加の質問をしたり
して、より詳しい情報を収集することができる。さら
に、情報の発信元や真偽を確かめながら、図書資料や
インターネットを使って、必要な情報を収集するこ
とができる。 

キ 整理・分析する力 

キ 体験を思い起こしたり、情報を比較・分類したり、
見直したりして活動することができる。 

☆マトリクス（比較、分類整理） 
☆ベン図（比較） 

キ 様々な情報を、比較・分類して、特徴を見付けるこ
とができる。 

☆Ｘチャート、Ｙチャート、マトリクス（分類整理） 
☆ベン図（比較） 

キ 様々な情報を、比較・分類したり、関係付けたりして、特徴などを見付けること
ができる。 

☆Ｘチャート、Ｙチャート、マトリクス、座標軸、フィッシュボーン（分類整理） 
☆ベン図（比較） 

キ 様々な情報を、比較・分類したり、順序付けたり、
関係付けたり、多面的・多角的に分析したりして、特
徴などを見付けることができる。 

☆これまでに活用したシンキングツール 

ク 表現する力 
（主としてプレゼンテーション力） 

ク 相手を思い描きながら、伝えたいことや伝え方を
選び、これまでの体験を基に伝え方を工夫するとと
もに、原稿を覚えて自分の考えを伝えることができ
る。 

ク 相手や目的を意識して、話の中心が明確になるよ
うに構成を考え、言葉の抑揚や間の取り方、視線など
を工夫するとともに、原稿を覚え、自分の考えを伝え
ることができる。 

ク 目的や意図に応じて、話の内容が明確になるように筋道の通った構成を考え、
効果的な資料を提示するなどの工夫をするとともに、原稿を見ずに、相手の反応
を踏まえてその場で表現を変えたり言葉を補ったりするなどして自分の考えを伝
えることができる。 

ク 目的や意図に応じて、相手を説得したり共感を得
たりすることができるように論理の展開などに注意
して構成を考え、グラフや動画、文章など効果的な方
法を選択したりそれらを組み合わせたりするなどの
工夫をするとともに、原稿なしで、即興で言葉を生み
出して自分の考えを伝えることができる。 

ヶ 発想する力 
  工夫する力 

ケ 予想したり、思い描いたり、試したり、見立てたり
しながら活動することができる。 

☆イメージマップ 

ケ 既存のアイデアにアレンジを加えたり、肉付けし
たりしながら新たなアイデアを考え、形にすること
ができる。 

☆イメージマップ 

ケ 既存のアイデアにアレンジを加えたり、肉付けしたり、組み合わせたりしなが
ら新たなアイデアを考え、形にすることができる。 

☆イメージマップ 

ケ 既存のアイデアにアレンジを加えたり、肉付けし
たり、組み合わせたり、多角的な視点から物事を見つ
めて改めたりしながら、新たなアイデアを考え、形に
することができる。☆イメージマップ 

コ 評価する力 

コ 他者の発表や制作物に対し、感想をもつことがで
きる。 

☆ＰＭＩ 

コ 他者の発表や制作物に対して、よい点を見付けて
伝えることができる。 

☆ＰＭＩ 

コ 他者の発表や制作物に対して、よい点や改善点などを見付けて伝えることがで
きる。他者からの評価を基に、制作物や取組を見直し、改善することができる。 

☆ＰＭＩ 

コ 自分や他者の発表や制作物に対し、よい点や改善
点などを見付けて伝えることができる。自己評価や
他者からの評価を基に、制作物や取組を見直し、その
都度改善することができる。☆ＰＭＩ 

(3)
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等 

サ 挑戦する力 
やり遂げる力 

サ 課題の解決に向けて、進んで挑戦し、失敗や困難に
出合っても挫けず、最後までやり切ろうとしている。 

サ 課題の解決に向けて、進んで挑戦し、失敗や困難に
出合っても改善を図って再挑戦し、最後までやり切
ろうとしている。 

サ 課題の解決に向けて、実社会の場でも進んで挑戦し、失敗や困難に出合っても
改善を図って再挑戦し、最後までやり切ろうとしている。 

サ 課題の解決に向けて、実社会の場でも進んで挑戦
し、失敗や困難に出合ってもその場で臨機応変に対
応したり改善を図って再挑戦したりして、最後まで
やり切ろうとしている。 

シ 協働する力 

シ 自分の考えを伝えたり相手の考えを聞いたりしな
がら、協力して活動を進めようとする。 

シ 課題の解決に向けて、自分の考えを伝えたり、相手
の考えを聞いて共感したりしながら合意形成を図ろ
うとする。自他のよさを生かしながら協力して活動
を進めようとする。 

シ 課題の解決に向けて、多様な意見を出し合いながら議論を行い、合意形成を図
ろうとする。自他のよさを生かしながら協働して活動を進めようとする。 

シ 課題の解決に向けて、多様な意見を出し合いなが
ら議論を行い、合意形成を図ろうとする。自他のよさ
を生かしながら多様な他者と協働して活動を進めよ
うとしている。 

ス 将来を設計する力  

ス 活動を振り返る中で、自分ができるようになった
ことに気付き、これからやってみたいことやがんば
りたいことを見出そうとする。 

ス 活動を振り返る中で、自分ができるようになった
こと、自分や友達のよさに気付き、今後の自分の目標
を見出そうとする。 

ス 活動を振り返る中で、自分や友達、地域、様々な産業のなどよさに気付くととも
に、自分の個性（長所や短所など）を認識し、自分の将来を考えて、今後の自分の
目標を具体的に見出そうとする。 

ス 活動を振り返る中で、自分や友達、地域、様々な職
業などのよさに気付くとともに、自分の個性（長所や
短所）を認識し、自分の将来を考えて、夢や希望をも
って自分の将来を切り拓こうとしている。 

セ 英語力 
「吉名学園外国語活動・外国語科 CAN-DO リスト」に基づいて、各学年で到達したい英語力を身に付けていく。また日本のよさに気付き、異文化や新たな価値観を
受け入れる態度を育成する。さらに英語で伝え合うためには、上記(3)コ・サのような力が求められる。具体的には、分からないところがあってもあきらめずに相手の
英語を聞き取ろうと聞き続けたり、うまく言えなくて失敗しても粘り強く挑戦したりする態度である。これらの力を、外国語活動・外国語科を中心に育成する。 

 

 

セ SNSやオンライン交流、掲示物やパンフレットなどで、外国の人々に英語で 
情報発信することができる。（卒業時に英検３級程度） 

第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 第Ⅳ期

「YOSHINA未来学」で育成したい力の系統化

育成したい力の設定と系統化



「学校教育全体」で育成したい力の系統化

育成したい力の設定と系統化

オ 活動を計画・推進する力

ク 表現する力

サ 挑戦する力・やり遂げる力

⑵思考力・判断力・
表現力等

⑶学びに向かう力
人間性



探究×共創の3つの視点

子供との共創

保護者との共創

地域との共創



・子供と共に単元を創る

・異学年との共創

・異学年との共創の場を増やす縦割り班活動

子供との共創



・子供と共に単元を創る
「やってみたい」「なんとかしなければ」という
思いや願いから単元がスタート

4年生
吉名のじゃがいもを
手に入れて、美味しい
か確かめたい！

子供との共創



・子供と共に単元計画を作成

4年生
じゃがいもの収穫体験
じゃがいもの食べ比べ

⇒「吉名のじゃがいも」
をPRしたい！

子供との共創



3年 吉名町のよさを発見して伝えよう
～吉名地域PRプロジェクト～

4年 吉名のおすすめの食を伝えよう
～吉名のおいしいじゃがいもPR大作戦～

5年 吉名の海の生き物ＰＲプロジェクト
～吉名の海の生き物を調べて紹介しよう～

6年 吉名町の歴史を調べて伝えよう
～歴史秘話探索プロジェクト～

7年 自分たちの力で野菜を生産販売して吉名町を盛り上げよう

～吉名町発展プロジェクト～

8年 職場体験プロジェクト
～吉名に働く人に学ぼう～

9年 吉名未来地域創造プロジェクト
～わたしたちの力で吉名の町を盛り上げよう～

共通の目的
「吉名町を盛り上げる」

異学年との共創へ



・異学年との共創

子供との共創

4年生
「吉名のじゃがいも」が
美味しいことをPRしたい！

7年生
「吉名のじゃがいも」を
生産・販売して吉名町を
盛り上げたい！

異学年との

共創へ



・異学年との共創

子供との共創

9年生
吉名フェスティバルを通して、
吉名町を盛り上げたい！
吉名町の地域資源の魅力を
吉名町外の方にも知って

もらいたい！



吉名町の歴史や文化を知ってもらうブースを設置

子供との共創

3年生
「吉名の宝」を色んな
方にPRしたい！

4年生
「吉名のじゃがいも」の
美味しさをPRしたい！



吉名町の歴史や文化を知ってもらうブースを設置

子供との共創

6年生
「吉名の歴史や伝統」を
知ってもらいたい！

5年生
「吉名の海に住む生物」
を知ってもらいたい！



飲食ブースに7年生のブースを設置

子供との共創

7年生
吉名のじゃがいもを生産・販売して吉名町を盛り上げたい！



吉名町の歴史や文化を知ってもらうブースを設置

子供との共創

共通の目的
「吉名町を盛り上げる」

異学年との

共創へ



・異学年との共創の場を増やす縦割り班活動

子供との共創

学校の諸課題について話し合う

生徒指導集会
異学年との交流を深める

フレンドタイム

学年を超えての関係性の構築 共創へ



保護者との共創

地域ああ

保護者

働く人

入学

進級
卒業

入学から卒業まで

ずっと共創



・学校評価アンケート

・目指す子供のゴールの姿の共有

・学校行事等の挨拶等で理念の共有

保護者との共創



・学校評価アンケート

保護者との共創

中間（9月） 最終（1月）

学校は、総合的な学習の時間等において、
地域の材をいかした教育活動を通して児童
生徒の資質能力の育成を図っている。

91.6%
84.5%
(-7.1pｔ)

学校の進めている「探究的な学び」
（YOSHINA未来学）は、児童生徒の自立
的な学びの促進に効果があると感じている。

80.2%
82.5%
(+2.3pt)



・目指す子供のゴールの姿の共有
・学校行事等の挨拶等で理念の共有

保護者との共創

154総合的な学習の時間・総合的な探究の時間「どうしてます
か？総合的な学習・探究の時間の学習指導と学習評価」講座
（横浜市立大岡小学校 主幹教諭 紺野 達也）講師資料

入学から卒業まで

ずっと共創



・学校運営協議会で目指す子供像の共有

・地域の人的・物的な資源の活用

地域との共創



・学校運営協議会で目指す子供像の共有

地域との共創

学校長と研究主任から

・育成したい資質・能力

・今年度の研究内容

共創に向けて
理念の共有



・地域の人的・物的な資源の活用

地域との共創

9年生

祭りの実現・協力をお願いする
プレゼンテーション

6年生

バスツアーに向けて、ガイドの
内容を発表



・地域の人的・物的な資源の活用

地域との共創

8年生

「吉名で働く人」にインタビュー

8年生

YCCで学んだことを
プレゼンテーション



・地域の人的・物的な資源の活用

地域との共創

9年生

竹原市観光協会事業委員会
2・7年生

吉名町の農家の方



アンケート結果



「学校教育全体」で育成したい力の系統化

育成したい力の設定と系統化

オ 活動を計画・推進する力

ク 表現する力

サ 挑戦する力・やり遂げる力

⑵思考力・判断力・
表現力等

⑶学びに向かう力
人間性



資質・能力をつないでいくことを重視

・目指す子供のゴールの姿は？

・各教科における「表現する力」とは？

・特にどの単元で？

「学校教育全体」で育成したい力の系統化



取組の見える化

⇒各教科で連携した取組



取組の見える化

⇒各教科で連携した取組



学園全体のアンケート結果（5月9月2月の比較）

74.2%

63.3% 63.3%

79.6%

89.6%

75.3%

68.2%

90.5%
91.8%

88.8% 88.8%
92.9%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

オ 課題を計画・推進する力 ク 表現する力（話の構成） ク 表現する力（話し方） サ 挑戦する力・やり遂げる力

５月 ９月 2月



66.7% 68.2%
70.0%

72.7%
69.7%

80.0%
87.0%

60.0%

95.2%

78.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 全体

９月 2月

目標ライン

自分の成長を実感した児童生徒の割合 （5月より肯定的な回答をした児童生徒の割合）



成果と課題



成果

○カリキュラム・マネジメントに取り組むことで、「単元の学習内容を身に付けさ

せる」という考えから、目指す子供像を踏まえ、資質・能力の育成という視点も

意識して教材研究を行うことができるようになってきた。

○学校運営協議会の方と共にYOSHINA未来学の取組について考えることで、

地域の人的・物的な資源を把握し、教育活動に生かすことができた。

〇地域の方だけでなく、様々な専門家を巻き込みながら課題を解決していくこと

で、児童生徒は新たな視点をもち、課題解決に向かうことができていた。

○目的に共通点がある異学年との共創が増え、お互いがよい刺激を受けながら

学習を進めていくことで、熱量の高まりが見られた。



課題

●PDCAサイクルによる取組を各学年に任せてしまうことが多く、それぞれの学年

の成果を生かしたり、支援し合ったりすることが十分ではなかった。それぞれの

成果や課題を生かし合い、高め合うことができる校内体制を作っていく。

●育成したい子供の姿を子供だけでなく、地域、保護者とも共有し、吉名の地域

全体での共創として子供の資質・能力を育成していけるようにする。

●5月よりも自分の成長を実感した児童生徒の割合は9月と比べて上昇している

ものの、学年によるばらつきが見られる。全学年が共通して児童生徒の成長を

実感できるよう働きかけを行っていく必要がある。



お知らせ

公開研究会

令和７年１１月２０日（木）午後

講師：甲南女子大学 教授 村川雅弘 氏



児童生徒も、教員も、
ドキドキ、ワクワクする探究的な学びを！
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